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金属材料技術研究所」∵・

片面溶接自動制御装置の開発とその試作

　溶接を使用する組立産業の典型として，わが国

の造船業は世界に覇を■1昌えてきたが，近年におけ

る受注競争の激化と労働力不足によって，溶接構

造物の生産方式の合理化が急務になり各作業を同

期的た作業流れにするための中枢的な大形溶接技

術として片面溶接法が位置ずけられた。

　溶接研究部融接研究室では溶接の能率と溶接部

の品質の向上を目的とした片面溶接の完全白動化

の開発実用化研究に取組み，白動制御のポイソト

となる裏波ビードの形成状態の探知ならびに被溶

接物の開先精度，開先中心位置の連続自動検出方

法の研究を集中的に行ないこれらに関する特許件

数は申請中のものを含めてユ0件に達し現在さらに

進行中である。またこれら開発装置を基に完全白

動溶接に近い片面溶接白動制御装置を試作した。

図はこのブロック図を示す。

　二電極サブマージアーク溶接機の先行電極の前

方に取付けた検出ヘッドにより開先に無接触で連

続する開先条件の変化を検出し，さらに電極と開

先中心位置との偏差も検出することができる。開

先精度に対する検出出力は，多位置動作調節器に

よりパルス信号に変換され，さらに検出ヘッドと

溶接先行電極との間の時間のおくれだけ遅延させ

た後溶接電流制御装置に送られる。裏波ビードの

形成は裏あての条件により，ある程度左右される

が，本試作装置では特殊な裏波ビード探知テープ

を裏あてに敷き，溶接中にこの探知テープからの

探知信号によりオペレータは常に裏波ビードの形

成状態を監視することができる。また裏波ビード

が過大になって，溶落ちが起りそうになったとき

は，白動的に警報制御機構が作動しこれを防止す

る。一方開先中心位置と検出電極との相互位置の

偏差による検出信号は，溶接ヘッド移動装置に送

られ，白動的に溶接ヘッド全体を左右させて位置

の修正を行なう。

　本試作装置は現在作動試験を行なっているが，

大型構造物に対する適用試験を今後実施する計画

である。

雛嚢誓餓碧毅篇、

開先精度開先　　　　　　溶接ヘッド

中心位置検出装置　　　　移動装置
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図　金材技研で試作した片面溶接白動制御装置

　　のブロツク図



体心立方金属の加工硬化の理論

　結晶の塑性変形が，転位という原予酉己置の増殖

と移動によってひきおこされることは，広く受け

入れられているにもかかわらず，金鰯の加工破化

が転位のどのようた性質によって支配されている

のか，という基本1拘な閥題はいまだに未解決であ

る。その結果，転位論は材料強度を考えていく上

では無力であるといった一般的な印象をうえつけ

ているが，その原困は現象の基本的な過程を正し

くとらえた考え方がたいためであり，その責任の

すべては基礎理論の側に1あると言える。金属物理

第2研究室では，金属材料の加工硬化を工丘しく理

解するために，鉄の単結晶を用いた系統的な実験

を稜み」二げてきており，これをもとにして，最近，

かなり一般性のある加工硬化の理論を提案できる

段階になった。

　加工硬化が転位密度の増加によっておこること

は一般的に言えるが，個々の金属の加］二概化を説

明するためには，臭体約な転位配列をもとにして

考えたけれぼたらない。転位配列の極端な例とし

ては，（1）転位が縞最内に一様に分布する場・禽と，

（2〕転位のほとんどがセル境界に存在するように，

不均一に分布する場合とがある。鉄の〔100〕緒晶

を低概で変形するときは前者であり，200℃以上

では後者である。このように，鉄のカロエ硬化の性

質は，室混附近を境にして低淑型と高温型に一分か

れており，それぞれ全く逮った転位配列をもって

いることがわかった。このことは体心立方遷移金

属に共通して言えることでもある。

　低温型の加二［硬化では，結晶内にラセン転位が

一様に分布しており，取り扱いは比較的簡単であ

る。このときには，転位の間の切り含いの抵抗が

転位の動きを妨げる主な原因である。そして，加

二に硬化による変形応力の増加（σ一σo）が，転位密

度（〃）の平方根に比例するという次の式

　　　　σ一σo＝λ■万　　　　　11）

がそのまま成り立つ理想的な場含である。この場

合には転位の増破と消減に関連した性質だけが，

結晶の加工破化を決めている。

　転位分布が一様でたい高瀞型の加二1二破化のとき

に，転位と転位の切り禽いの過程に本質的な変化

カミあらわれるとは考えられない。そうすると，転

位分布が一様でない結鼎の1＝1］でも，局所約には（1）

式が成り立たたげれぼならない。この考え方で少

し推論を進めていくと，結論として，　「転位分布

が一様でない結晶を変形するときには，転位分布

に必然1約に結びついた内榔応力の分布があらわ

れ，しかもこの内部応力はセル境界に止められよ

うとする転位の移動を助けるように働いている」

というごとになる。

　この考え方に従って，実験約に観察されている

セル境界の性質と，変形とともに移動しなければ

ならたい転位の幾何学的な条件を考慮すると，セ

ル境界の皿1二の転位配列とそれに伴なう内榔応力，

そして変形に必要な外部応ツコの大きさが1…1然に導

きllHされてくる。この考え方ではさらに，加工似

化した結晶の表面にあらわれるすべり線の性質，

変形後期の加工硬化率の減少，加工硬化の結品方

位に対する依存性，たどいろいろな性質を，一貫

した考え方で説明することができる。

　実用材料の加工硬化を理解するためには，まだ

解決しなけれぽならない多くの間趨がある。加二111

硬化の性質が徴量の不純物に影響されること，禽

金では純金属とは質的に遠った繭があらわれるこ

と，多結晶体における結品粒界の影響を加］二倣化

としてとらえること，さらには，変形の拘束条件

の相違それ自体凌でが加二〔硬化に本質的な影響を

及ぽしていることなどいろいろなものがある。実

用材料の加工慨化およびそれに関連する強度の胃、日

魑を転位およびその集団の性質としていくために

は，このような個々の閥題を一つ一つ解いていか

なけれぽならない。ここで簡単に紹介した考え方

は，そのための一つのはっきりした手掛りを与え

てくれるものである。

一2一



1La－Ge系の超伝導

　結晶構造と趨伝導との関係を調べる為に，金属

物理第1研究室ではα一ThSi2型構造を持つ化禽

物の超伝導を調べた。この結エ疑］構造はシリサイド

やゲルマナイド化合物に現われる。これらのllll1で

LaGe2は超伝導遷移猟度　（Tc）は2．2．Kで

Matthias等のユ．49．Kより高い値が得られ，Tc

での比熱のとびがBCS理論で期待される値」C／

γTc二1．43に比べ非常に小さいことが児出され

た。ここで1Cは比熱のとび，γは電予比熱の係

数である。　この現象がV3Siで考えられたような

応力の影響であるか喬か調べる為に，三，200℃，5

1≡1問真空中で焼鈍して測定した結果Tc竺！．47．K

力C／γTc鴛1．23を得た。これを再びアーク溶解す

ると同じ結果が碍られた。したがって応力の影響

ではなく，成分により変化したものと考えLaGe皿

でユ。75＜ωく2．00の試料を作り，その極低猟

比熱を測定して」C／γTcの傭がBCS倣より小さ

い原因を調べた。比熱測定の結果を図に示す。

　X線測定結果によれぱユ．75＜”＜2．00でα一

ThSi2構造を示し，格子定数はほぼ一定である。

図から得られた結果をダlj挙すれぽ，！）1．85＜”

＜2，00では1C／γTcはBCS値に比べ非常に小

さく，”＝工．78でほぽBCS傲こ等しくなる。そ

の巾間の成分では，二つの比熱の山が現われる。

2）この二つの比熱の1⊥1が現われる温度をTcl，

Tc2，とすれぱ，Tcl，Tc2共に㏄の値と共に減

少し，ω二1．78で合致する。3）γの値は㏄の減

少と共に急激に減少する。などが挙げられる。

　比熱の二つの山はユ．85＞ω＞1，78で顕著であ

るが，”鴛2．00まで残っているものと思われる。

このことから試料が二欄になっているのではない

かと考えられるカミ，液体窒素綴度までのX線測定

ではα一ThSi2以外の線は鰯測されなかった。β一

W構造で見られるような77．K以下の温度で変態

の起る可能性を否定する実験事実は今のところた

いが，α一ThSi2型化合物は正方晶一斜方舵系変態

を持っているが，LaGe皿（2．00＞㏄＞！．75）は常温

で既にその変態を完了しており，さらに低温で変

態があるとすれぽ今まで見つかってない新しい現

象と考えねぽならない。さらに，もし二網だとす

れぼ二つの比熱のとびの和はBCS伽こならなけ

れぼたらたい（これは厳密な表現ではないが）。

しかし，例えぼLaGeユ．趾＃2－1ではこの伽文0．75

でBCS値1．43の約半分である。

　以上のことからLaGe皿2．00＞”＞互．78で現

われた現象は試料の閥魑ではなく，もっと本質的

な閲趨と考えられる。そこで我々はSuh王等の

two－band　modeユを遭用し，このモデルでは！C

／γTcの値がどんな値になるかを計算してもらっ

た。宗日11，和［正1の計算によれぼ，この値は一般に

BCS傲より小さくなることが示された。Suh1等

はC00per　pairを作る準粒子のエネルギー状態

に出来るギャップがS，d電子で異なるという状

態を考えたが，LaGe2の場合は緒≡晶構造から考え

てLaとGeの半ぼ独立した電子構造を考えて，

そのエネルギー物態のギャップを考えた方が良い

だろう。したがってLaGe2はtwo－band　mode王

の当てはまる物質と考えられる。　たおMa材hias

等のTc二1．4卯Kは試料の成分のずれによるも

のと考えられる。

ユ5

io

10

○　琴ユ
o　　H

■　o55
　5

0
J

工o一

1O

　5

〇

一帥
O＝

　o

　■

毫　　L1G・・㍗r㌧…！
曇　　　　　　　　　　　　　／
、　　　　　　　」一／’

3　　　一／　　〆ノニ
O←一　　　　　　　　　　　　　　ノ
．ドで／！　．一・！ノ　／
ノー　・／工沁、．筥。＃トゴノ

　　　　　　　　ノノ
∴　　ノ・1㍍α、一壇ヨ茸・一1／

　　　　　．一．／’・」’’一　L巴Ge］．畠1＃2－1

　　　　　　　　　　．ノ’’

　　　　！レ〆一　L刮G邊1、冊茸2一

　　　　　一丁空（d・g空）

」5　　　　　　　10　　　　　　15



試験研究成果の春季学。協会発表（口頭）

　　　　発　表　鰹　圓　　いい1引’

日本金騨会　　　「
二器キ∴∵，llぷ1二∵r物

　察：剣勾月月之■◇1置顕1杣11熱炉のブログラム撤度調節　　　　　　　物

◇18M－2A1鋼ク）靱性　　　　　　　　　　　　　　オ■搬突
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］透

◇刺農燈のAl，Coを含む独力Ti禽金ρ水村　啓造
　の製造とその一1判三質について　　　　　≡小森　進一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久災
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・1野　　　理

◇Cu＝些％Ti含金グ）弓1張変形申の｛置気抵●済縢　一一茅…ヨー｛

　抗変化　　　　　　　　　　　　　≡渡辺　亮治隊

◇浮鵜、ザ含紗クリ■刈］に㌣〕渡辺

◇モリブデソの室温煙1…1三の糸舗芭粒度依作　　　　敬芳電
　1生と粒榊破壌について　　　　　　　漆谷　和努鉄

◇瓢㌫亨ソ燃1砂⊃雛とそのカー10繍餓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大庭率雄
◇｛置祷手誰1嘆の内朔｛沈；プ］におよ争菱一ナ禦壬処玉理i○沌1．臼　　秘斗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉1嗣多賀よllj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！森漆　一貞1三

◇瀞止桜点のi鮒溶メl1微について　　　　10fソ■撚　充典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二．〕ゴ政行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1森水　一一…郷

◇Niを過乗1」宇こ含むTiNi化禽物の葱冷10鈴木　敏之
　腿化　　　　　　　　　　　　1
◇▽一HfおよびV・員トZr系含金の、幽竃導！太刀州恭治

鮒a▽eS型鯛靴倉物の脇10洲ポ激
◇V茗Si趨郷尊線材の研究　　　　　　…太刀川恭治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r○篶1臼　勇＿．．、

☆短　　信☆　　表彰

締

〃

堰昼1

］理．

　　鉄

炉材
　　材

〃

〃

〃

銚

ヨ◇灘糊棚工む；プコに附舳

　　　　　　　　　　　　苫11名は1一絡称で，○1司］は発炎錘をノ」ミす

◇Fe－30Ni一珪。珪丁ヨオー一ステづ一イト介金r二）」l1原　君1詞　　　　　冶

鮭㌫鰺〆す鮒＝N’＝ヨTi1　i

◇きτ蕊μ涌元脈孤般雌r／鵬僻．　食
す・㌧・i・舳州・鵬1〕燃f醐1科二榊＝！帥

◇篶糾つ≡榊鋤けるステソ1。藤介繊腐、、食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　・機淘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳嫉脳1三1科学柳＝究’1芽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮材　愁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門■芦材　　　弧1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稔「

◇タフピッチ銚にみられる液⊥I…処…＝墾　　10小n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1吉1旧　遼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　■

」1日本学術振興会

・㍑糠鰍擁し鮒1こおよ10掲、l

i1　　　　　　1舳；◇原子炊1月ヨZr・Nb系禽金について　　：○水村　牌造

■1・艘㌫碗㈱と鮒1・鮒凧

1≡　　　　　　　　　1牒繊
：1◇応カと1浸小ク／一プj衷度との縣への1（⊃i旧1・i・1・千秋1

1r■ヨ榊）あてばめ　　惟義11自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1新谷　紀雄1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　1

材　　誠
材　　独

化　　　学

到1　　鉄

材　　　■1式

幣和45年度のっぎの各賞が（杜）日本金属学会および（財）1ヲ本鉄鋼

協会より当所職員へ授与され，4月8日にそれぞれ表彰される。

〃

日本金属学会功績賞
　　　　　　　（金属化学郁門）≡

日本金属学会功績賞
　　　　（金属工業技術郁門）1

夫

冒本鉄鋼協会俵論文賞

日本鉄鋼協会西山記念賞

金屈化学研究総化学分析室長

　　　　　　　　　須藤恵美子

　　　　　　　　　通巻第135号

編集兼発行人佐々木　武
印　　層1j奥村印刷株式会杜
　　　　　　　東京都千代図区’酎■細玉一1r4

発　行　所 科学技術庁金属材料技術研究所
東京都属黒区中目黒2丁貿3番12号
電話　東京　（03）719－227！（代表）

郵便番号（153）
一　4


